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転換期にある地域社会と社会教育の未来
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１．転換期にある地域社会の諸相
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家計破綻の懸念

最悪のシナリオ
大学卒業後 正規職 60歳定年

終身賃金 2億7000万円
大学卒業後 フリーター 60歳までフリーター

終身賃金 4000万円
フリーター世代が30代で家計破綻
親が年金で補填
親の死亡とともに、中高年フリーターが収入途絶

公益財団法人ニッポンドットコムwebページ：https://www.nippon.com/ja/japan-data/h01624/https://www.nippon.com/ja/japan-data/h01624/

2023年3月23日閲覧
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内閣府webページ「世論調査令和３年度 国民生活に関する世論調査 」：https://survey.gov-online.go.jp/r03/r03life/zh/z14.htmlhttps://www.nippon.com/ja/japan-data/h01624/

2023年3月23日閲覧

自らの存在を実感できない子ども

•児童相談所に来た子どもたち
ケース１

ケース２

ケース３

＊就労しようにもできない状態

＊おとなが自分の生き方を示せな
い

どうしてよいのかわからない状態
へ

２．今、社会教育に求められること
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キーワードは

• 人びとの生きがい、尊厳

• 人と人との絆の構築

→この基礎こそは、学びを通じた
具体的な交流

人間関係、“絆”の構築の
必要性

人びとの孤立化

地域においても、家族でさえも

ホテル家族・コンビニ家族

お惣菜産業の急成長

「青いおしっこ」事件

子どもの虐待

人間関係、“絆”の重要性
顔の見える距離（地域・コミュニティ）
における、あてにし、あてにされる関
係が重要

「親密公共圏」「面識共同体」

「ソーシャル・キャピタル」

１．商店街の衰退

２．ある地域の例

３．デイサービスセンターでのある出来
事

４．高齢者のアイドル

きんさん・ぎんさん

５．阪神・淡路大震災
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人間関係、“絆”の構築のために

学びをとおした
• 共同体験、共有体験
• 成功体験、失敗体験

の積み上げ
人の結びつき、安心感、信頼感

地域の中に、人間関係を蓄える

「運も実力」、「縁も実力」

・「個」の成長・発達

・「個」と「個」の間にあるもの（人間関係・絆）を
高める

→「教育」の役割：アクティブ・ラーニング
（主体的・対話的で深い学び）

※海堂尊『極北クレイマー』

人びとの成長・発達への願い、
不安解消、課題解決、
必要に向けた（ちょっとした）思い
や素朴な感情に寄り添い、支援
するのが

「社会教育」の役割

学びの「循環」

＜ある方（Aさん）の
プロフィール紹介を通じて＞

〇「水」を媒介とした学びの

循環（広がり）

〇趣味・教養学習と地域課題解決型学習
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＜Aさんのプロフィール紹介を通じて＞

〇学びの広がりの可能性

〇人間関係づくりの可能性

〇ちょっとした思い、素朴な疑問を大事に

⇒「聴き取る力」

〇「ノイズ」ではなく、「ボイス」として聴くこ

とができるか。

３．社会教育（公民館）・
生涯学習の実践事例
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４．国の第四期教育振興基本計画 Well-beingの実現

・広義には身体・精神・社会との関わりが持続
的に良好な状態であること

・５つの要素を最大化

どれ一つとしてそれ単体でWell-beingを実現
することはできない。
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ウェルビーイングの5つの要素
PERMA（パーマ）

〇ポジティブ感情（Positive Emotions）：
楽しみ、快感、ぬくもりなどの明るい気持ち

感動、感激、感謝、希望

〇エンゲージメント（Engagement）：
深い関わりや関係性、自分の力を発揮する貢
献意欲、「時を忘れるくらい、完全に集中して対
象に入り込んでいる精神的な状態」（フロー状
態） 没頭 夢中 熱中

〇関係性（Relationships）：
他者との良い人間関係。支援 協力 援助。

〇意味・意義（Meaning）：
人生の意義、社会貢献、利他行為

目的を追求できているか。

〇達成（Accomplishments）：
何かを成し遂げること。達成を追求すること。

自己有用感、自己効力感。

〇学習権
〇生存権

〇幸福追求権

５．子どもの意見の反映
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〇こども基本法

国や自治体に意見反映義務付け 政策に
子どもの声を

〇こども家庭庁

“こどもがまんなか”の社会を実現するため
にこどもの視点に

立って意見を聴き、こどもにとっていちばんの
利益を考え、こどもと家庭の、福祉や健康の向
上

cf.子どもの権利条約や権利条例 住民自治基本条例に子どもの

参画条項を盛り込む（岐阜県瑞穂市など）

（子どもの最善の利益（best interest） 子どもの意見表明権）

〇「子どものため」を合言葉

〇協議や活動等の中に児童生徒が参加してい

る？意見は反映されている？

〇大人だけで考えた活動や学習等は、本当に

子どもたちのためになっている？大人たちの

考え・希望等を押し付けたものになっていない

か？

42

６．学校運営協議会と
地域学校協働活動

地域と学校が組織的・継続的に連携・協働できる仕組みを
構築すること、地域の高齢者、保護者、PTA、自治会、まち
づくり協議会、NPO団体、民間企業等の幅広い地域住民の
参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支える
とともに、学校を核とした地域づくりを目指して、地域と学校
が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動、
すなわち「地域学校協働活動」を促進することが、今、まさに
求められている。
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地域学校協働活動とは？
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地域学校協働本部

幅広い地域住民や団体によりつくられるネットワーク、

しくみ

地域学校協働活動推進員：

地域と学校をつなぐコーディネーターとして、地域

学校協働活動を推進。

市町村教育委員会が委嘱できる。

45

地域学校協働活動の事例

46

連携・協働を推進していく際の
留意点

①地域と学校の協働は、あくまで子どもの
豊かな学び・育ちを保障し、教育目標を達
成するための「手段」であって、協働のた
めの組織を作ることや協働することそのも

のは「目的」ではない

•②やみくもに新しい活動を始めたり 屋上屋を重
ねるごとく新しい組織を作ったりすることを急ぐの
ではなく（「無いものねだり」ではなく）、「あるもの
活かし」の発想で、さらに「一見マイナスに見える
地域の課題・問題（弱み）」を「プラス（地域の強み
）」に転じて捉える視点をもって、これまで実践・蓄
積されてきた活動や地域の資源（人・団体・組織・
モノ等）を再度洗い出してみること。
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•③地域と学校が活動の方向性と課題を確認し合い、
目的・目標を共有する（協働の必要条件）とともに、協
働することによって創出されるメリットをそれぞれ実感
できること（協働の十分条件 win-winの関係）が
重要であり、一方通行的な「支援」の関係ではなく双
方向からの働きかけ合いの関係（「協働」）を紡ぐこと
。

⇒しかしながら、あまりにも一枚岩になると、、、

「誰かがやる」を「私がやる」、さらには
「私たちがやる」という形で、活動を進
める主体（「主語」）を昇華させ、子ども
の学びや育ちに対して人びとの「当事
者性」を高めていく。

仲間（同志）を増やすために

人、今の活動や取組をリスペクト

広報の重要性（学校・学級・学年通信、自治会
報など）

さいごに

聴き取る力が大事
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